
線形静解析 – フレーム線形座屈



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 解析概要00

こちらの資料では、I 形鋼で作成されたフレームの
座屈荷重を求める解析方法をご案内いたします。

MPICにおいては、
座屈荷重 = 基準荷重 × 座屈係数
で求めることができます。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA] 
をクリックします。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 解析設定01

①

②

[線形座屈解析] を選択して、
[OK] をクリックします。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 解析設定01

①

線形座屈解析を行うには、
[応力] (デフォルト設定)のままです。
モードは 1 に設定します。

②

③



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 単位、材料設定02

①

②

③

④

⑤

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで [単位設定]
をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に設定
します。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 単位、材料設定02

①

②

③

④

材料設定をします。
ライブラリにある JIS Steel の 
SS400 を設定します。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 拘束設定03

①

②

拘束条件を設定します。
[固定/回転] を選択します。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 拘束設定03

①

①

②

フレームの底面を
完全拘束します。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 負荷設定04

①

②

負荷条件を設定します。
[荷重/圧力] を選択します。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 負荷設定04

荷重 10,000 N をフレームの
平面に設定します。

③

①

②



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 負荷設定04

荷重の方向を Z 方向にします。

①

②



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 負荷設定04

[方向の反転] をクリックし、
Z 方向下向きにします。

①

②



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > メッシュ設定05

②

④

③
①

[メッシュの生成] をします。
メッシュサイズはデフォルト値
のままです。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 結果表示06

①

②

[メッシュの生成] が完了したので、
結果ページの [解析] をクリックし、
解析実行します。



Step

線形静解析 - フレーム線形座屈 > 結果表示06

座屈係数の解析結果が表示されました。

座屈荷重 = 基準荷重 × 座屈係数
より
フレームの座屈荷重は
10,000 × 36.6611 = 336,611 N

①
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